
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

—

第
２
次
補
正
予
算
計
上
へ 

 
 

 

新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
予
算
が
不
十
分
だ
と
の
世
論
の
高
ま
り
を

受
け
、
第
２
次
補
正
予
算
が
決
定
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
広
範
な

世
論
と
、
日
本
共
産
党
や
野
党
の
国
会
論
戦
が
安
倍
政
権
を
追

い
詰
め
、
医
療
提
供
体
制
の
拡
充
や
中
小
企
業
支
援
、
文
化
・
芸

術
支
援
な
ど
で
大
き
な
前
進
を
生
み
出
し
ま
し
た
。 

黒
川
氏
（
前
東
京
高
検
検
事
長
）
辞
職
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン 

黒
川
氏
へ
の
処
分
は
「
訓
告
」
。
甘
す
ぎ
る
処
分
に
世
論
も
激
怒
。
真
相
究
明

が
必
要
で
す
。 

内
閣
支
持
率
急
落 

責
任
転
嫁
す
る
安
倍
首
相
に
対
し
、
内
閣
支
持
率
は
、
２
０
％
台
に
急
落
し

て
い
ま
す
。 

 

数
々
の
疑
惑
か
ら
逃
げ
る
安
倍
政
権
が
不
正
を
暴
く
検
察
の
人
事
に
介
入

す
る
な
ど
許
さ
れ
な
い
と
国
民
の
怒
り
が
爆
発
。 

 

収
入
の
８
割
補
償
を
、
道
内
６
０
０
人
解
雇 

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
の
解
雇
や
雇
止
め
が
北
海
道
で

営
業
所
、
６

０
０
人
（２
２
日
現
在
・日
本
共
産
党
調
べ
）
。
こ
れ
は
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ

ト
の
数
は
未
集
計
で
す
。
助
成
金
の
活
用
の
促
進
と
、
雇
用
を
守
る
政
府

の
さ
ら
な
る
対
策
が
必
要
で
す
。 

大
学
独
自
の
支
援
広
が
る 

 

学
費
や
生
活
費
の
支
払
い
で
困
窮
す
る
学
生
が
急
増
。
大
学
独
自
の

支
援
は
道
内
で

校
に
広
が
っ
て
い
ま
す
（
２
５
日
現
在
・
日
本
共
産
党

調
べ
）。
日
本
共
産
党
を
含
む
野
党
で
授
業
料
半
額
を
求
め
て
い
ま
す
。 

 

道
内
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
で
、
医
療
・
介
護
現
場
は
大
変
。
日
本
共
産

党
は
当
事
者
の
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し
、
医
療
・介
護
団
体
や
、
労

働
組
合
と
と
も
に
政
府
と
道
に
財
政
支
援
な
ど
対
策
を
求
め
て
い
ま
す
。 

世
論
の
力
で
支
援
拡
充 
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声あげれば 

変えられる 

申
請
の
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
人
は
お
気
軽
に
下
記
に
ご
相
談
下
さ
い
。 



 

 

 

真実を伝える新聞、ネットでお申込みできます。 

第
２
次
補
正
予
算
案 

医
療
体
制
強
化
に
３
兆
円
、
家
賃
支
援
に
２
兆
円 

世
論
の
力
が
政
府
動
か
す 

第
２
次
補
正
予
算
案
の
一
般
会
計
総
額
は
約
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兆
円
で
す
。 

◆
医
療
提
供
体
制
の
強
化
に
約
３
兆
円
を
計
上
。
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
を
受
け
入

れ
る
医
療
機
関
な
ど
に
交
付
さ
れ
る
「
緊
急
包
括
支
援
交
付
金
」
は
、
約
２
兆
２

千
億
円
を
積
み
増
し
ま
し
た
。 

◆
家
賃
補
助
も
実
現
。
売
り
上
げ
が
前
年
同
月
比
で
半
減
の
事
業
者
な
ど
を
対

象
に
、
家
賃
の
３
分
の
２
を
半
年
分
助
成
。 

◆
持
続
化
給
付
金
は
、
２
次
補
正
か
ら
今
年
開
業
し
た
事
業
者
ら
も
対
象
に
含

め
ま
し
た
。 

◆
雇
用
調
整
助
成
金
は
、
日
額
上
限
を
１
万
５
千
円
に
引
き
上
げ
。 

◆
文
化
・
芸
術
関
係
者
や
団
体
を
支
援
す
る
た
め
総
額
５
６
０
億
円
を
計
上
。 

◆
教
員
や
学
習
指
導
員
の
追
加
配
置
、
感
染
症
対
策
・
学
習
保
障
等
、
高
速
通
信

回
線
を
計
上
。 

◆
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
に
５
万
円
の
臨
時
特
別
給
付

金
を
支
給
。
子
ど
も
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
３
万
円
ず
つ
加
算
。 

◆
全
国
知
事
会
が
大
幅
な
増
額
を
求
め
て
い
た
「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
は
、

１
次
補
正
の
１
兆
円
に
２
兆
円
を
積
み
増
し
ま
し
た
。 

    

志
位
和
夫
委
員
長
が
会
見 

 

第
２
次
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、
志
位
和
夫
委
員
長
は
、「
世
論
と
論
戦
に
お
さ
れ
て
、
医
療
支
援
、

家
賃
支
援
、
雇
用
調
整
助
成
金
の
上
限
引
き
上
げ
な
ど
一
連
の
拡
充
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
前

進
で
あ
り
、
国
民
の
声
が
政
治
を
動
か
し
た
結
果
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

 

同
時
に
「
大
き
な
穴
が
あ
る
」
と
し
て
２
つ
あ
げ
ま
し
た
。
１
つ
は
再
開
さ
れ
る
学
校
へ
の
支
援

で
の
教
員
の
加
配
は
全
国
で
わ
ず
か
に
３
１
０
０
人
。
全
国
に
は
小
中
学
校
が
３
万
校
あ
り
、
10

校

の
う
ち
９
校
は
加
配
な
し
に
な
る
と
指
摘
。
２
つ
目
は
学
生
に
対
す
る
支
援
が
盛
り
込
ま
れ
た
も
の

の
、
対
象
が
あ
ま
り
に
狭
い
と
し
て
、「
多
く
の
学
生
の
み
な
さ
ん
が
要
求
し
て
い
る
よ
う
に
一
律
授

業
料
の
半
額
に
踏
み
込
む
必
要
が
あ
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。 

 

問
題
の
第
２
は
、
ス
ピ
ー
ド
の
問
題
。
志
位
氏
は
「
今
の
大
変
大
き
な
問
題
は
、
支
援
が
届
く
ス

ピ
ー
ド
が
あ
ま
り
に
も
遅
い
こ
と
」
と
強
調
。
雇
用
調
整
金
や
特
別
給
付
金
、
持
続
化
給
付
金
に
つ

い
て
支
給
が
遅
れ
て
お
り
、「
こ
れ
で
は
倒
産
と
失
業
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」
と
批
判
し
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

第
３
の
問
題
は
、
予
備
費
に

10

兆
円
を
あ
て
て
い
る
こ
と

で
す
。
「
財
政
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
し
て
も
、
財
政
支
出
約

32

兆
円
の
う
ち
予
備
費
が
３
分
の
１
を
占
め
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
問
題
。
こ
う
し
た
や
り
方
が
横
行
し
た
ら
予
備
費
の
意

味
を
な
さ
な
く
な
り
ま
す
」
と
し
て
、
３
つ
の
問
題
に
か
か
わ

っ
て
、
国
会
質
問
で
た
だ
し
て
い
く
と
表
明
し
ま
し
た
。 

２
次
補
正 

大
き
な
穴
・ス
ピ
ー
ド
・予
備
費 

三
つ
の
問
題
を
た
だ
す
論
戦
を 

しんぶん赤旗 
（日刊紙・日曜版） 

 


